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研究要旨：大規模データマネジメント手法開発と人材育成に関する研究において、医療ビ

ッグデータハンドリング教育プログラムを作成、運用した。本研究では①この教育プログ

ラムの更なる改良、②オンライン教育用プログラムの開発を通してより広い対象者へ医療

ビッグデータハンドリング教育を提供することを目的とする 

 

Ａ．研究目的 

近年医療ビッグデータを利用した研究が爆

発的に増加しており、臨床判断や医療政策

策定に必要なエビデンスの創出に大きな役

割を占めていることはすでに周知の事実で

ある。医療ビッグデータを利用した研究を

行うためには通常の臨床データを用いた臨

床研究と異なり、臨床の知識・臨床研究の

知識に加えて、データベース、統計学、機械

学習、プログラミングの知識や技術を要す

る。しかしながら、これまでに臨床家がこ

れらの知識や技術を習得するための体系だ

った教育プログラム等はほとんど存在しな

いため、研究者が自己学習によってこれら

の知識や技術を習得することは非効率的で

ある。本研究の目的はすでに「大規模デー

タマネジメント手法開発と人材育成に関す

る研究」で開発した医療ビッグデータを利

用した研究を行うにあたり必要なデータハ

ンドリング技術である SQL 言語、統計解析

や機械学習に必要な R、SPSS 等の統計ソフ

トの習得を目指す教育プログラムの改良と

e-learning 用教育プログラムの開発を行い、

これをより多くの対象者へ提供することで

ある。 

Ｂ．研究方法 

①大規模データマネジメント手法開発と人

材育成に関する研究において作成した医療

ビッグデータハンドリング教育プログラム

を改良するために、これまで日本臨床疫学

会 NDB・DPC データベース研究人材育成

＜短期集中セミナー＞（以下サマーセミナ

ー）、自治医科大学データサイエンスセンタ

ーにおける臨床家の教育を行った。これら

のプログラム提供後にフィードバックを得

たことに加えて、再度プログラムを精査し

た上で改良を加えた。さらに改良した教育

プログラムを自治医科大学データサイエン
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スセンターにおいて臨床家へ提供した。②

これまでに作成した教育プログラムのうち、

R に関するプログラムを e-learning 用教育

プログラムの開発を行った。 

Ｃ．研究結果 

①サマーセミナーや自治医科大学で本プロ

グラムの提供を受けた臨床家より受けたフ

ィードバックをもとにプログラムを精査し、 

R、SPSS に関する教育プログラムをそれぞ

れ改良した。具体的には、プログラムを初

級プログラム、発展プログラムと分けるこ

とで①基礎的な分析を習得する、②必要に

応じて発展的な内容を習得するという 2 段

階構成にすることで研究者の必要に合わせ

たきめ細やかなプログラムを提供できるよ

うになった。 

②R に関する教育プログラムとして e-

learning 用の動画を作成している。現在一

部完成している。 

各教育プログラムの作成および提供 

(1) SQL によるデータベースハンドリング 

複数のテーブルから SELECT 文により

必要な情報を抽出・集計し、これらを JOIN

により統合することを基本として、サブク

エリを利用したやや複雑なクエリなどを自

分自身で書くことを目的とした。SQL 習得

プログラムにより統計解析・機械学習に利

用するためのデータセットを抽出すること

ができるようになる。 

自治医科大学ではデータサイエンスセ

ンターで臨床家に対して改良したプログラ

ムを提供した。受講者は全員自身の研究計

画に沿ったデータの抽出を自身で行うこと

ができるようになっている。 

(2) SPSS/R による統計解析 

SQL によって抽出したデータを利用し、

(i)データのクリーニング、(ii)各変数の集計

及び可視化、(iii)重回帰分析、ロジスティッ

ク回帰分析、生存時間分析、(iv)傾向スコア

分析、(v)操作変数法（R のみ）、(vi)自己対

象ケースシリーズ分析（R のみ）を自分自

身で行うことが可能となることを目的とす

る。統計解析習得プログラムにより、臨床

疫学研究で利用される一般的な統計手法を

習得できる。また、必要に応じて傾向スコ

アを始めとした発展的な統計手法も習得す

ることが可能となった。 

自治医科大学ではデータサイエンスセ

ンターでの研究に参加している研究者に対

して R、SPSS での同様のプログラムを提供

した。SQL で抽出したデータを R、SPSS を

用いて、研究者自身で基本的な統計解析を

行うことができるようになった。 

R の基本操作から一般的に利用される

統計解析を学ぶ e-learning 用教育プログラ

ムの開発を行い、一部完成した。今後、プロ

グラムの完成と臨床家への提供を行ってい

く予定である。 

(3) Python による機械学習 

データ分析に有用なライブラリである

Numpy 及び Pandas の基本的な使い方を学

び 、 つ いで 機 械学 習ライ ブ ラ リで ある

scikit-learn を利用して回帰・k 近傍法・サ

ポートベクターマシン・ランダムフォレス
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ト等、機械学習の基礎を学ぶ。機械学習プ

ログラムにより、これらの基本的な機械学

習を行うことができるようになる。 

 

（倫理面への配慮） 

倫理的な問題はない。 

Ｄ．考察 

既存の教育プログラムでは不十分であった

医療ビッグデータを用いた研究のための教

育プログラムを作成・改良し、試行した。こ

のプログラムの受講することで実際に医療

ビッグデータを利用した研究に繋がった。

特に初級プログラムを習得した後、研究に

合わせて必要な発展プログラムを受講する

ことができるため、目的が明確でわかりや

すいと評価を得た。 

医療ビッグデータを用いた研究を行うにあ

た り 、 最も 一 般的 に利用 さ れ る言 語は

RDBMS 操作のための SQL、統計解析のた

めの R や SPSS、機械学習のための python

などが挙げられる。従って、医療ビッグデ

ータを用いた研究を行う研究者はこれらの

言語を習得する必要がある。しかしながら、

例えば SQL を学ぶにあたって、一般的な書

籍や講座等ではデータ定義言語、データ操

作言語、データ制御言語を学ぶことになる

が、実際に医療ビッグデータを用いた研究

にはデータ定義言語及びデータ操作言語が

必要である。さらに、この中でも特によく

使われるクエリは限られているが、どのク

エリが研究に必要なのかなどは初学者には

わからないため、効率的な学習が困難であ

る。本研究において作成した教育プログラ

ムでは特に医療ビッグデータを用いた研究

に特化し、頻出するクエリを中心に学習で

きること、更に受講者からのフィードバッ

クを得て改良を行っていることから一般的

な書籍や講座と比較して圧倒的に効率的に

学習することが可能である。実際に医療ビ

ッグデータを利用した研究を行いたいと考

える研究者が本教育プログラムを受講し、

高い評価を受けていること、自治医科大学

で実際に研究に結びついていることからも

効率的に身につけることができていると考

えられる。 

また、現在開発途中である R の e-learning

用教育プログラムはより多くの対象者への

教育の提供が見込まれる。今後、実際に e-

learning 用教育プログラムを提供していく

ことでさらに多くの医療ビッグデータを利

用した研究につながることが期待できる。 

Ｅ．結論 

医療ビッグデータ研究の為に必要な知識・

技術を養成するための教育プログラムを改

良・提供した。本教育プログラムは実際の

研究に結びつくことが明らかとなった。今

後も本教育プログラム及び、開発中の e-

learning 用教育プログラムを通して多くの

より研究者が医療ビッグデータを利用した

研究を行うための知識と技術を身につけら

れるよう、継続的に提供していきたい。 

Ｆ．健康危険情報 

なし 

Ｇ．研究発表 
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